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平
成
十
一
年
己
卯
年
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
僅
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
回
は
、
本
年
に
教
育
委
員
会
が
行
っ

た
埋
蔵
文
化
財
の
関
連
事
業
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Φ
一
月
5
三
月

　
野
原
元
境
内
遺
跡
第
二
次
発
掘
調
査

　
本
誌
一
二
一
一
二
号
で
も
ご
紹
介
し
ま
し

た
が
、
「
（
仮
）
江
南
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」
建
設
に
先
立
ち
、
「
江
南
町

遺
跡
調
査
会
」
が
発
掘
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
調
査
面
積
は
約
一
＝
二
〇
〇
、
m
。

調
査
の
結
果
、
調
査
区
内
か
ら
は
、
古

墳
時
代
後
期
（
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世

紀
前
半
）
の
住
居
跡
が
二
〇
軒
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

かまどに並べられた甕

　
出
土
遺
物
は
、
当
時
の
人
々
が
日
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
め

使
用
し
て
い
た
食
器
類
（
甕
・
椀
・
皿
）

が
多
量
に
み
つ
か
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
完

全
な
状
態
で
発
見
さ
れ
た
物
も
多
く
、

か
ま
と
　
　
　
せ
で

竈
の
袖
部
分
に
今
ま
で
使
用
し
て
い
た

甕
を
逆
に
伏
せ
、
竈
の
構
築
材
と
し
て

再
利
用
し
た
も
の
や
、
住
居
の
床
面
に

皿
が
三
枚
重
ね
ら
れ
た
状
態
で
み
つ
か

っ
た
も
の
や
、
大
き
な
甕
が
床
面
に
転

が
っ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
珍
し
い
も
の
と
し
て
は
、
鉄

製
の
鋤
の
刃
先
や
、
魚
捕
り
に
使
用
し

た
と
推
定
さ
れ
る
土
製
の
錘
や
、
俵
な

ど
を
編
む
の
に
使
用
し
た
と
推
定
さ
れ

る
、
細
長
い
楕
円
形
を
し
た
石
（
編
み

物
石
）
が
円
形
に
配
さ
れ
た
状
態
で
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

古墳時代の住居跡

居
跡
の
床
面
か
ら
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
炭
化
し
た
桃
核
（
種
子
）
や
直

径
一
二
㎜
程
の
円
形
の
種
（
樹
種
不
明
）

が
一
〇
点
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
本
遺
跡
に
は
、
地
形
的
に
一
〇
〇
軒

以
上
の
住
居
跡
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
、
か
な
り
大
き
な
集
落
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
住
居
跡
は
、
「
踊
る
埴
輪
」
を
出

土
し
た
野
原
古
墳
群
の
つ
く
ら
れ
た
時

期
と
同
時
代
の
も
の
で
、
お
そ
ら
く
、

野
原
古
墳
群
を
つ
く
っ
た
人
々
の
住
ん

で
い
た
村
の
跡
で
は
な
い
か
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

　
野
原
古
墳
群
の
西
側
に
は
本
田
・
東

台
遺
跡
と
い
う
や
は
り
一
〇
〇
軒
以
上

の
住
居
跡
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
同
時

期
の
村
の
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
須
賀
広
か
ら
野
原
に
か
け
て
の
、

和
田
川
に
面
し
た
こ
の
南
斜
面
一
体
は

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
と
て
も
暮
ら
し

や
す
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

Φ
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ん
げ
ん
さ
か
は
に
わ
か
ま

　
江
南
町
指
定
史
跡
「
権
現
坂
埴
輪
窯

　
あ
と
く
ん

　
跡
群
」
の
磁
気
探
査

　
遺
跡
を
掘
ら
ず
に
地
中
の
状
態
を
探

る
方
法
の
一
つ
に
、
磁
気
探
査
と
い
う

物
理
探
査
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

土
壌
中
に
含
ま
れ
る
磁
性
鉱
物
は
、
七

七
〇
度
以
上
に
熱
せ
ら
れ
る
と
そ
れ
ま

99

年

で
の
磁
性
を
失
い
、
周
囲
と
異
な
る
新

た
な
磁
性
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
特
性
を
利
用
す
る
も
の
で
す
。
窯
跡

な
ど
で
熱
を
受
け
た
場
所
を
、
地
表
面

か
ら
そ
の
磁
気
異
常
箇
所
を
探
査
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
（
位
置
・

深
度
）
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
Q

　
史
跡
指
定
地
内
約
五
千
、
m
を
一
m
間

隔
で
約
五
千
点
の
磁
気
探
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
一
年
の
試

掘
調
査
で
確
認
さ
れ
現
状
保
存
さ
れ
て

　
　
　
　
か
い
せ
ん
　
ぷ

い
る
台
地
崖
線
部
に
お
け
る
十
数
基
の

窯
跡
の
他
に
、
崖
線
部
よ
リ
約
九
〇
m

ほ
ど
入
っ
た
開
析
谷
の
頂
部
で
二
地
点

の
磁
気
異
常
箇
所
が
確
認
さ
れ
、
か
な

り
の
数
の
窯
跡
が
存
在
す
る
可
能
性
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
規
模
な

磁
気
異
常
地
点
が
数
ヶ
所
確
認
さ
れ
、

埴
輪
を
製
作
し
た
工
房
跡
の
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
可
能
性
だ
け
で
実
際
の
と
こ
ろ
は
掘

っ
て
確
認
し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
発
掘
調
査
は
、
ど
ん
な
に
丁

寧
に
行
っ
て
も
、
あ
る
程
度
の
破
壊
を

伴
い
ま
す
の
で
、
保
存
が
き
ま
っ
て
い

る
史
跡
指
定
地
内
で
の
遺
構
分
布
状
況

の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
得
る
手
段
と
し

て
、
こ
の
物
理
探
査
法
は
非
常
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

℃

Φ
三
月「

塾
堀
二
七
号
墳
発
掘
調
査
報
告
②

　
書
」
の
刊
行

　
平
成
九
年
八
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け

て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
の
報
告
書
を
刊

行
し
ま
し
た
。
出
土
遺
物
で
注
目
さ
れ

る
も
の
と
し
て
、
古
墳
の
副
葬
品
と
し

て
石
室
内
よ
り
ガ
ラ
ス
玉
（
直
径
二
～

七
㎜
）
二
四
一
点
、
水
晶
製
切
ヱ
J
玉
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
き

○
点
、
金
銅
製
耳
飾
り
一
点
、
碧
玉
製

管
玉
一
点
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
ラ
ス
玉
の
着
色
成
分
・
石
室
の
凝

灰
岩
・
石
室
内
部
よ
り
検
出
さ
れ
た
赤

色
顔
料
に
つ
い
て
の
化
学
分
析
を
行
い
、

古
墳
の
築
造
過
程
・
埋
葬
儀
礼
・
石
切

場
遺
跡
に
つ
い
て
の
考
察
を
加
え
て
い

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
二
千
円
に

て
頒
布
中
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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Φ
九
月

　
野
原
諏
訪
脇
遺
跡
発
掘
調
査

　
野
原
地
内
の
個
人
住
宅
建
設
に
伴
う

事
前
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
面
積
約
三
〇
〇
，
m
。
先
の
元
境
内

遺
跡
第
二
次
調
査
地
点
と
は
約
三
〇
〇

m
程
西
に
離
れ
た
地
点
で
す
が
、
古
墳

時
代
後
期
（
七
世
紀
前
半
）
の
住
居
跡

二
軒
を
検
出
し
て
い
ま
す
。
地
形
的
に

連
続
す
る
、
野
原
古
墳
群
へ
と
続
く
和

田
川
沿
い
の
こ
の
付
近
一
帯
は
、
大
規

模
な
集
落
跡
と
し
て
、
住
居
跡
が
途
切

れ
る
事
な
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

Φ
十
月
～
十
一
月

　
野
原
元
境
内
遺
跡
第
三
次
発
掘
調
査

　
野
原
地
内
の
個
人
住
宅
建
設
に
伴
う

事
前
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
面
積
約
四
〇
〇
、
m
。
先
の
第
二
次

調
査
地
点
の
南
西
約
一
五
m
、
諏
訪
脇

遺
跡
の
東
約
一
五
〇
m
の
地
点
で
す
。

調
査
の
結
果
、
や
は
り
古
墳
時
代
後
期

（
六
世
紀
後
半
～
七
世
紀
前
半
）
の
住
居

跡
八
軒
を
検
出
し
て
い
ま
す
。

　
注
目
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
は
、
石
製

矯
㌧”．ン、

ノ

ノ

↑紡錘車　　　＼ツ　’

　　紡錘車使用想定図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

の
紡
錘
車
（
糸
を
紡
ぐ
た
め
の
は
ず
み

車
）
、
小
鍛
治
を
お
こ
な
っ
た
時
に
生
じ

た
と
思
わ
れ
る
五
㎜
～
一
㎝
程
の
大
き

さ
の
鉄
津
片
（
鉄
屑
）
、
砥
一
石
、
炭
化
し

た
桃
核
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
先
の
第
二
次
調
査
で
の
出
土
遺
物
と

も
合
せ
、
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
を
想

像
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
1
・
遺
跡
の
前
面
を
流
れ
る
和
田
川

の
沖
積
地
を
利
用
し
て
の
水
田
耕
作
ま

た
は
、
台
地
上
で
の
畑
作
（
鉄
製
鋤
先
）

　
2
・
和
田
川
で
の
魚
の
採
取
（
土
製

錘
）
。

　
3
・
和
田
川
？
で
砂
鉄
を
採
取
し
て

鉄
製
品
の
製
造
（
鉄
津
片
・
砥
石
）
。

　
4
・
糸
を
紡
い
で
織
物
の
製
作
（
石

製
紡
錘
車
・
編
み
物
石
）
。

　
5
・
集
落
の
周
辺
部
で
の
桃
の
栽
培

（
炭
化
種
子
）
。

　
桃
核
は
、
第
二
次
調
査
で
一
点
、
第

一
二
次
調
査
で
四
点
の
合
計
五
点
出
土
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
住
居
の
床
面

付
近
よ
り
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
全

て
炭
化
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
幸
し

て
現
在
ま
で
腐
ら
ず
に
残
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
桃
は
、
縄
文
時
代
の
終
り
か
ら
弥
生

時
代
に
か
け
て
中
国
よ
り
栽
培
種
が
持

ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
品
種
改
良
が
進
み
、
現
在

の
桃
核
の
よ
う
に
四
㎝
程
の
大
き
さ
の

も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
は
い
ず
れ

も
一
一
・
五
㎝
未
満
で
、
あ
ま
り
品
種
改

良
の
進
ん
で
い
な
い
段
階
の
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
桃
は
、
そ
の
食
用
的
価
値
の
他
に
、

中
国
で
は
、
「
西
遊
記
」
で
孫
悟
空
が
食

べ
て
不
老
不
死
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
よ

う
に
、
ま
た
、
日
本
で
も
「
古
事
記
」

「
日
本
書
記
」
の
中
の
黄
泉
国
に
か
か

る
説
話
中
に
凶
邪
不
祥
を
祓
う
呪
物
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
焼
失
し
た

住
居
で
も
な
い
の
に
桃
核
だ
け
が
焼
け

た
状
態
で
出
土
す
る
の
は
、
当
時
の
人

が
何
か
不
浄
の
も
の
を
祓
う
祭
祀
的
な

行
為
を
屋
内
で
行
っ
た
た
め
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
事
の
当
否
は
別

と
し
て
、
当
時
の
人
々
の
具
体
的
な
生

活
の
様
子
を
少
し
ず
つ
垣
閤
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
、
大

変
有
意
義
な
発
掘
調
査
で
し
た
。

Φ
十
二
月
（
予
定
）

　
塩
西
遺
跡
第
七
次
発
掘
調
査

　
塩
か
ら
板
井
地
区
へ
通
じ
る
町
道
一

羅
鞭紬購榔購聴 縄構燃騨脚騨難灘灘聾

元

　
　
σ

〇
七
号
線
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
事
前
の

発
掘
調
査
。
調
査
面
積
約
千
、
m
で
、
「
江

南
町
遺
跡
調
査
会
」
に
よ
っ
て
一
ヶ
月
の

調
査
期
閤
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
七

月
に
教
育
委
員
会
で
行
っ
た
試
掘
調
査

で
は
、
古
墳
時
代
前
期
（
五
世
紀
）
の

土
壌
・
中
世
？
堀
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

Φ
十
一
一
月
（
予
定
）

　
「
江
南
町
石
仏
マ
ッ
プ
」
の
刊
行

　
町
内
に
所
在
す
る
中
世
か
ら
近
世
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
う
　
し
ん
　
ニ
う

か
け
て
の
代
表
的
な
石
仏
（
庚
申
塔
・

二
十
二
夜
待
塔
・
馬
頭
観
音
・
地
蔵
な

ど
）
三
六
躰
に
つ
い
て
写
真
を
掲
載
し

説
明
を
加
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
身

近
に
あ
っ
て
、
意
外
に
見
落
と
し
が
ち

な
路
傍
の
石
仏
に
つ
い
て
、
興
味
と
親

し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
の
趣

旨
で
作
製
し
ま
し
た
。
A
2
版
四
折
で
、

教
育
委
員
会
に
お
い
て
無
料
配
布
す
る

予
定
で
す
。

★
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

　
教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
町
史
編
さ

ん
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
お
宅
に
古
い
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
貸
し
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
連
絡
は
江
南
町
教
育
委
員
会
ま
で
）

　発掘調査で出土した物は、遺失物法に基づいて、所轄の警察署に届け出（実物でなく書類）

をすることになっています。つまり、「土器や石器を拾得した」ということになり、6箇月間

遺失物として公告されることになります。もちろん数千年前の所有者が申し出ることは有り

得ません。また、士地の所有者が所有権を主張するのも難しく、例えば遺物に先祖の名前が

書かれていて、先祖代々その土地に住んでおり、さらに系図などにより正当な相続人と認め

られれば話は別ですが……。

　さて半年が過ぎると通常の遺失物は拾い主のものになりますが、出土品の場合には「文化

財」として認定され、国の管理下に置かれることになります。つまり、個人のものにはなら

ないということです。

③
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今
年
の
年
末
か
ら
来
年
に
か
け
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
誤
作
動
を
起
こ
す
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
も
、
こ
の
「
西
暦
2
0
0
0
年

問
題
（
Y
2
K
）
」
に
備
え
て
対
応
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
影
響

を
与
え
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
停
止
な

ど
と
い
っ
た
大
き
な
混
乱
は
生
じ
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
人
類
が
初
め
て
迎

え
る
「
不
測
の
時
」
。
万
が
一
の
場
合
に

備
え
て
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
念
の
た

め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
政
府
が
発
表
し
た
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
西
暦
二
〇
〇
〇
年
問
題

に
関
す
る
年
末
年
始
に
向
け
た
準
備
に

つ
い
て
」
を
抜
粋
し
て
掲
載
い
た
し
ま

す
。▽

食
料
・
飲
料
水
等

　
　
食
料
の
供
給
や
電
気
、
ガ
ス
、
水

　
道
な
ど
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
は
、
一
一
〇
〇
〇
年
問
題
が
発
生
す
る

　
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
か
ね
て
か
ら
地
震
、
風
水
害
な
ど

　
へ
の
備
え
と
し
て
い
る
二
～
三
日
分

　
の
保
存
の
き
く
食
料
・
飲
料
水
を
備

　
え
、
救
急
箱
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、

　
乾
電
池
を
点
検
し
て
お
い
て
く
だ
さ

　
い
。

▽
預
貯
金
の
記
録
等

　
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
は
、
預
貯

金
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
る

こ
と
に
し
て
い
る
た
め
、
大
き
な
問

題
が
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　
預
金
通
帳
は
記
帳
を
す
ま
せ
、
年

末
年
始
に
受
け
取
る
領
収
書
を
保
管

し
て
、
来
年
一
月
以
降
の
請
求
書
に

誤
り
が
な
い
か
十
分
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

▽
現
金
引
き
出
し
に
つ
い
て

　
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
は
、
預
貯

金
の
払
い
戻
し
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
万
全
の
体
制
で
臨
む
こ
と
と
し

て
い
る
の
で
、
例
年
通
り
の
対
応
を

勧
め
て
い
る
。
多
額
の
現
金
を
手
元

に
お
く
と
盗
難
な
ど
の
リ
ス
ク
を
伴

う
。

▽
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
備
え

　
国
内
に
は
約
1
6
6
日
分
に
相
当

す
る
石
油
が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
た
め
、

お
お
き
な
問
題
は
生
じ
な
い
と
考
え

る
。

　
年
末
年
始
の
休
暇
な
ど
を
考
慮
し

た
、
例
年
ど
お
り
の
適
切
な
量
を
確

保
す
る
。

▽
医
薬
品
等

　
　
医
療
機
関
や
薬
局
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
必
要
な
在
庫
を
確
保
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
た
め
問
題
な
い
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

ら
れ
る
。

　
在
宅
で
医
療
機
器
を
使
っ
て
い
る

場
合
は
必
ず
事
前
に
主
治
医
に
相
談

す
る
。

▽
身
近
な
電
化
製
品
等

　
各
メ
ー
カ
ー
の
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ

ス
窓
ロ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

早
め
に
身
近
な
製
品
の
二
〇
〇
〇
年

問
題
に
つ
い
て
確
認
を
。

　
な
お
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
電
子

レ
ン
ジ
、
炊
飯
器
、
エ
ア
コ
ン
な
ど

は
不
具
合
は
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

▽
年
末
年
始
の
電
話
等
の
利
用

　
特
定
の
地
域
に
電
話
な
ど
の
利
用

が
集
中
し
た
場
合
に
は
回
線
が
込
み

合
っ
て
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
つ
な
が
る
か
ど
う
か

の
確
認
や
急
が
な
い
用
件
な
ど
の
通

話
、
通
信
は
で
き
る
だ
け
控
え
て
下

さ
い
。

▽
年
末
年
始
の
海
外
旅
行

　
出
発
前
に
家
族
や
関
係
者
に
詳
細

な
日
程
を
連
絡
し
て
お
く
。

　
　
二
（
冥
り
（

）
年
問
題
を
カ
バ
ー
し
た

保
険
に
加
入
す
る
。

　
　
現
地
の
大
使
館
や
総
領
事
館
の
連

絡
先
を
確
認
し
て
お
く
。

　
旅
行
先
の
二
〇
〇
〇
年
問
題
に
関

す
る
最
新
の
情
報
な
ど
を
問
い
合
わ

せ
て
お
く
。

▽
悪
質
商
法
・
詐
欺
な
ど
へ
の
注
意

　
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
る
悪
質
商

法
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
誤
作
動

を
ロ
実
と
し
た
詐
欺
的
行
為
に
注
意

す
る
。

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
ィ
ル
ス
等
へ
の

注
意
喚
起

　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
一
フ
ム
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
り
、
電
子
メ
ー

ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
開
く
前
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
ィ
ル
ス
の
チ
ェ
ツ

ク
を
徹
底
す
る
。

▽
企
業
に
お
け
る
対
応

　
必
要
な
デ
ー
タ
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
な
ど
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
確

保
や
社
内
の
緊
急
体
制
の
整
備
な
ど

危
機
管
理
の
対
応
に
つ
い
て
再
確
認
。

ノ

訴

　
　
年
末
年
始
に
な
り
ま
す
と
、
何
か
と

　
い
そ
が
し
く
、
火
の
取
り
扱
い
が
お
ろ

、
そ
か
に
な
り
、
大
き
な
火
災
に
な
り
が

、
ち
で
す
。

　
　
火
に
つ
い
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重

　
な
取
り
扱
い
と
念
入
り
な
点
検
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

　
火
災
か
ら
の
非
難
・
ポ
イ
ン
ト
7

　
一
　
天
井
に
火
が
燃
え
移
っ
た
と
き
が

　
　
非
難
の
目
安

　
二
　
非
難
は
お
年
寄
り
・
子
ど
も
・
病

　
　
人
・
障
害
者
を
優
先

　
三
　
服
装
や
持
ち
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

　
　
で
き
る
だ
け
早
く
非
難
す
る

　
四
　
ち
ゅ
う
ち
ょ
は
禁
物
。
炎
の
中
は

　
　
一
気
に
走
り
抜
け
る

　
五
　
煙
の
中
を
逃
げ
る
と
き
は
、
で
き

　
　
る
だ
け
姿
勢
を
低
く
し
て

　
六
　
い
っ
た
ん
逃
げ
出
し
た
ら
、
再
び

　
　
中
に
戻
ら
な
い

　
七
　
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い
る
時
は
、
近

　
　
く
の
消
防
隊
に
す
ぐ
知
ら
せ
る

　
　
以
上
の
事
項
を
守
っ
て
火
災
か
ら
安

　
全
に
非
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
問
合
せ
　
熊
谷
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
盈
五
ニ
ニ
ー
九
九
九
一

勧と磁

◎
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職業体験学習で『生きる力」の育成を1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江南中2年生

～気づこういろいろな仕事を　感じ取ろう働く喜びを　見つめよう将来の夢を～
　今年で3年目を迎える江南中学校の職業体験学習が、町内の50の事業所などで行われました。

　2年生181名（男子89名・女子92名）が各事業所などに分かれて、出勤から退勤までの職業体験を行いました。生徒たちに

とって、「働＜」ということは初めての体験で、緊張しながらも、皆真剣に取り組んでいました。

　事業所などの皆さんからも「あいさつがよくできる」「一生懸命頑張っていた」などの言葉がありました。また、地域や人と

のふれあいは、彩の国5つのふれあい県民運動にもあるように、生徒の豊かな心の育成につながっています。

体験学習のポイント

　○　実行委員会を中心に、生徒主体の取り組みをしています。

　○　町内50の事業所などのご協力をいただき、生徒の選択幅を拡げ、一人ひとりの個性をのばしています。

σ

殿業体鹸学習脇力事業所等一一覧

事業所等の名称

（株）　大　塚　硝　子　建　材

JAく　まがや御正支店
熊谷消防署江南分署
総　　合　　文　　化　　会　　館

江南ク　レ　ー　ン教習所
江　　南　　幼　　稚　　園

バードレイクCC付属幼稚園
江　　南　　保　　育　　所

江　　南　　療　　護　　園

江南リハビリテーション
ケ　ア　パ　ー　ク　江　南

埼玉県ブルーバードホーム愛の家

埼玉県畜産セ　ン　タ　ー

埼玉県動物指導センター
深　谷　赤　十　字　病　院

文　　　　　殊　　　　　寺

　　　事業所等の名称

ばあまやさんMAKI
寿　　　　賀　　　　廣
萬　　　　　来　　　　　軒

豊　　　　　寿　　　　　司

雲　　　　　上　　　　　園

埼玉縣信用金庫江南支店
北関東ペプシコーラボトリング（株）

㈱安斉鉄工所（㈱　　兼　　立　　電　　工

（株）ゼクセル江南工場

（椥東邦楽器製作所
（有）深沢製作所
ピーティ　エス埼玉
（有）藤和工業所
ゼリア新薬工業（株）埼 K工場

（椥コバヤシ

　　　事業所等の名称

あつあつかあさん弁当
㈱石井シューズセンター

㈱いなげや大里江南店

油
油
店
店
店
店
店
ン
店
店
ス

　
商
　
南
南
南
一

石
　
商
江
マ
江
コ

石
　
一
商
商
レ
　
ぞ
　
、

　
　
　
　
ノ
し
江
－

村
友
　
屋
　
ベ
ク
　
　
一

山
村
。
田
ン
よ
C
ヨ

中
　
本
バ
一
お
シ

　
中
　
一
や
A
谷

瀬
㈲
㈲
野
橋
福
ア
ワ
㈱
H
熊
バードレイクカントリークラブ

（株）高根計画アスレジャークラブ

⑤
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●繍

灘
　
耀鐵

軋藤

　今年で20回目となる、「江南町文化祭」が、11月

20日（土）、21日（日）の2日間、ピピアと町民体育館を

会場に行われました。

　ピピアで行われた展示の部には、書道や絵画、

写真など数百点もの力作が展示され、さらに21日

には芸能の発表や、フリーマーケットが行われま
した。

　また、町民体育館では、農産物の展示・即売や、

福祉まつり、商工会や建設組合による安売りなど

が行われました。

1劃（日）

　第21回江南町少年柔道大会が、江南町柔道場で

開催されました。

　当日は、近隣市町村からもたくさんの参加があ

り、150名の出場者が、幼稚園の部からそれぞれ個

人戦で対戦しました。

⑥



き型（日）個

　江南町ソフトボール協会主催による秋季大会が

行われました。

　16チームが参加して行われた大会は、熱戦の末

三本ソフトボールクラブが優勝しました。

優勝

小
江
川
新
道

御
．
止
ク
ラ
ブ

一
．
．
本
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

上
新
田
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

中
央
ク
ラ
ブ

　　会

ハ
ー
ク
シ
テ
で
ー
ズ

エ
　
ラ
　
ー
　
ズ

友
友
ク
ラ
ブ

野
原
親
睦
会

御
．
止
ブ
リ
ン
ス

大
原
ソ
フ
ト
ケ
ラ
ブ

ブ
ル
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ

小
江
川
娯
楽
会

板
井
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

千
代
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

圏團
　江南町戦没者追悼式が、5日（金）にピピアでしめ

やかに行われました。

　当日は、第二次世界大戦に赴き、戦陣の中に散

った故人を偲び、遺族や来賓が参列し、黙祷・献

花を行いました。

欝1 蝦纏
　　跳　　　卜

　』

　来春、小学校へ入学する120名の子どもたちを祝

って、「七つの祝い」がピピアで行われました。

　式終了後には、記念撮影やアトラクションが行

われました。

型（，〉

　秋の全国火災予防運動の期間中の14日（日）江南消

防団と江南分署による訓練非常召集および火災防

ぎょ演習が、ピピアを会場におこなわれました。

　実際の火災を想定した訓練が行われ、団員・職

員とも本番さながらの熱心な訓練が行われました。



年
1
回
の
健
診
竈
忘
れ
ず
に
’

　
　
　
五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
が
ん
検
診
・
基
本
健
康
診

　
　
査
“
の
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

が
ん
検
診

受
診
者
は
大
幅
に
増
え
ま
し
た

　
が
ん
検
診
の
受
診
者
は
、
胃
・
大
腸

が
ん
検
診
に
約
五
〇
〇
名
、
乳
・
子
宮

が
ん
検
診
に
約
二
五
〇
名
、
肺
が
ん
検

診
に
は
約
八
五
〇
名
の
か
た
が
受
診
さ

れ
、
こ
こ
数
年
閤
の
が
ん
検
診
の
な
か

で
は
、
各
検
診
と
も
最
も
多
く
の
か
た

が
受
診
し
て
い
ま
す
。

　
検
診
結
果
を
み
る
と
、
毎
年
四
～
五

名
か
た
に
。
が
ん
“
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
の
検
診
で
も
発
見
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

も
し
も
精
密
検
査
の
通
知
が
届
い
た
ら

　
精
密
検
査
の
通
知
が
届
き
な
が
ら
も

「
も
し
。
が
ん
“
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う

…
」
と
受
診
を
た
め
ら
っ
て
い
る
か
た

は
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
要
精
密
検
査
」
は
、
「
疑
わ
し
い
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
調
べ
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
意
味
で
、
　
。
が
ん
“

と
診
断
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ほ
と
ん
ど
は
”
異
常
な
し
“
や
。
が

ん
以
外
の
病
気
“
で
す
。

　
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、

必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

基
本
健
診

「
異
常
な
し
」
の
か
た
が
増
え
ま
し
た

　
基
本
健
康
診
査
は
、
昨
年
度
よ
り
も

六
三
名
多
い
八
五
八
名
の
か
た
が
受
診

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
異
常
な
し
」
と
判
定
さ
れ
た
か
た

は
、
受
診
者
の
九
・
一
％
で
、
一
・
四

ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が

積
極
的
に
健
康
づ
く
り
教
室
に
参
加
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
成
果
が
あ
ら
わ

れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
た
だ
し
、
「
異
常
な
し
」
の
か
た
は
一

〇
人
に
一
人
弱
で
す
の
で
、
引
き
続
き

健
康
づ
く
り
を
行
い
、
来
年
度
は
さ
ら

に
良
い
結
果
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

大
腸
が
ん
は
、
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
来
年
度
も
今
年
同
様
に

春
・
秋
に
、
胃
・
大
腸
・
乳
・
子
宮

が
ん
、
夏
に
は
、
基
本
健
康
診
査
と

同
時
に
、
肺
が
ん
検
診
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
Q．

粍

。
。

廻

年
一
回
の
検
診
を
忘
れ
ず
に
ノ

。
が
ん
“
は
、
死
亡
原
因
の
第
一
位
で

な
お
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
肺
・

浬

　
年
末
年
始
の
仕
事
と
い
え
ば
、
大
掃

除
。
大
晦
日
に
あ
わ
て
な
い
で
す
む
よ

う
に
、
十
二
月
に
入
っ
た
ら
家
の
中
の

掃
除
を
少
し
ず
つ
進
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
Q　

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
人
の
動
き
に
の

っ
て
ホ
コ
リ
が
部
屋
の
隅
に
移
動
し
て

い
く
性
質
が
あ
り
ま
す
。
掃

除
は
雑
巾
な
ど
で
部
屋
の
隅

の
ホ
コ
リ
を
か
き
出
す
よ
う

に
し
て
か
ら
掃
除
機
を
か
け
、

ボ
ロ
布
に
床
用
ワ
ッ
ク
ス
を

ふ
く
ま
せ
、
汚
れ
を
こ
す
り

と
る
よ
う
に
拭
き
ま
す
。

　
こ
の
際
で
す
か
ら
、
動
か

せ
る
家
具
は
で
き
る
だ
け
外

に
出
し
て
掃
除
を
す
る
の
が

ベ
タ
ー
。
家
具
の
下
の
ホ
コ

リ
や
汚
れ
も
一
掃
し
て
し
ま

い
ま
し
ょ
う
。
と
き
に
は
無

く
し
た
と
思
っ
て
い
た
小
物

が
見
つ
か
る
こ
と
も
。

　
畳
の
掃
除
は
、

ぷ
の
が
コ
ツ
。

た
た
き
出
し
た
後
で
、

洗
剤
を
雑
巾
に
ふ
く
ま
せ
、

き解“忌

吹
き
で
水
を
か
け
、
乾
燥
さ
せ
れ
ば
元

ど
お
り
に
な
り
ま
す
。

　
天
井
の
ホ
コ
リ
は
、
掃
除
機
で
吸
い

取
る
よ
り
、
ホ
ウ
キ
の
先
に
古
ス
ト
ツ

キ
ン
グ
を
巻
き
つ
け
、
天
井
を
軽
く
な

で
る
方
法
が
簡
単
で
す
。
静
電
気
で
ホ

コ
リ
を
吸
着
し
、
き
痢
い
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
照
明
器
具
は
、
ハ
タ
キ
を

　
　
　
　
　
　
　
よ
く
晴
れ
た
日
を
選

　
　
　
　
　
　
で
き
る
だ
け
ホ
コ
リ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弱
ア
ル
カ
リ
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
く
絞
っ

て
か
ら
畳
の
目
に
沿
っ
て
拭
き
ま
す
。

さ
ら
に
水
拭
き
、
か
ら
拭
き
を
し
て
か

ら
部
屋
の
風
通
し
を
よ
く
し
、
乾
燥
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
家
具
の
重
み
で
つ
い
た
へ
こ
み
は
、

よ
ほ
ど
頑
固
な
も
の
で
な
い
限
り
、
霧

　
　
◎

フローリングは旅の隅に注意

か
け
る
だ
け
で
な
く
、
で
き

る
だ
け
取
り
外
し
て
汚
れ
を

落
と
し
ま
す
。

　
ス
テ
レ
オ
や
ビ
デ
オ
デ
ツ

キ
な
ど
オ
ー
デ
ィ
オ
類
に
水

気
は
厳
禁
。
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
プ
一
フ
グ
を
抜
き
、
掃
除
機

の
棚
用
ノ
ズ
ル
で
ホ
コ
リ
を

吸
い
取
っ
た
り
、
乾
い
た
布

で
拭
い
た
り
し
ま
す
。
細
か

い
部
分
は
綿
棒
で
汚
れ
を
取

り
ま
し
ょ
う
。
静
電
気
防
止

の
ダ
ス
タ
ー
や
ブ
ラ
シ
な
ど

オ
ー
デ
ィ
オ
専
用
の
掃
除
用

・
ロ
ロ
も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

へ
㌧

■　　r’
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館だより～一一〃一〃一異
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選
　　　　　　お　は　な　し　会　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　○日時12月墨ll午後2時3・分より　

　　o場所　おはなしコーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　0対象　小学校低学年まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　0内容　紙芝居、絵本など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§

　　　楽しいお話がいっぱいです。お友達と一緒に来　　　　　　　　　　1
　　　てください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　　　　　　　　　　　平成11年度　埼玉県推奨図書

　埼玉県では青少年健全育成条例により、青少年の健全な育成を図るため、優良な図書を選び推奨しています。ぜひ

お読みください。

　（小学校低学年向き）
●こうもりくん
●クマゲラ
●ケチルさんのぼうけん

●マンヒの家
●海うさぎのきた日
●あのときすきになったよ

●そらからきたボーボ
●ボロ

　（小学校中学年向き）
●チョコレート王と黒い手のカイ

●こちらは宇宙ステーション

●大地に地雷はにあわない
●空にかざったおくりもの
●瀬戸内少年海ぞく団
●にじとそらのつくりかた
●ねこが見た話
●ぺちゃんこスタンレー
　（小学校高学年向き）
●どうしたらへらせるか
この有害なダイオキシン

●お助けナブラーがやってくる

●ヒーローじゃなくたって
●あしたもカンけり
●ブラジルの大地に生きて
●ユメミザクラの木の下で
●星空の話
　　　（中学生向き）

●カレジの決断
●カラフル
●ミイラになったブタ

●みちるのアメリ力留学記
（高校、勤労青少年向き）

●映画誕生物語
●ぼくは黄金の国へ渡った
●あの木あの花ゆめの種子
●ぞうのミミカキ
●夢魂の歌声
●タンギー

●ナヨ」レ　ト土こ崇い子ω刀4

■新着図書案内1（主なもの）
（書　名）　　　　　（著者名） （書　名）　　　　（著者名） （書　名）　　　　（著者名）

●いつかスパゲティ　イッセー尾形 ●江戸川探偵長の奮戦　斎藤　　栄 ●罪なくして罰せず　中坊　公平
●黒真珠　　　　　　玉岡かおる ●海軍高雄学校　　　　谷　　恒生 ●堂々戦国史　　　　N　H　K取材班
●沈まぬ太陽3　　　山崎　豊子 ●崖っぷちオヤジ　　みうらじゅん ●堂々忠臣蔵　　　　　N　H　K取材班

●呪縛　下　　　　　高杉　　良 ●消える森甦る森　　宮下　正次 ●寅さんへのラブレター　山田　洋次

●宙返り　上、下　　大江健三郎 ●さきたまの文人たち　松本　鶴雄 ●暮らしに役立つ実用折紙　山ロ　　真

●ひらりひらりと　　中山　千夏 ●素晴らしき吉本芸人たち　前田　五郎 ●少年犯罪の風景　　佐木　隆三
●ピリオド　　　　　乃南　アサ ●世界の衣装をたずねて　市田ひろみ ●日本人対朝鮮人　　永　　六輔
●元禄練乱　下　　　中島　丈博 ●刹那の街角　　　　　香納　諒一 ●法華経を生きる　　石原慎太郎
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荒
武
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な
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ぬ
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人
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
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正
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ふ
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呑
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作
業
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手
入
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申
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文
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れ
て
我
に
も
た
れ
し
倒
れ
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関
ロ
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酒
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落
ち
た
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者
同
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古
谷
　
ま
つ

野
地
蔵
に
誰
か
供
え
し
菊
呑
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笠
原
　
ひ
さ

髪
を
杭
く
鏡
の
奥
に
秋
の
蝶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
端
不
三
子

知
事
賞
や
う
な
づ
か
さ
る
る
菊
花
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

懸
崖
の
菊
の
先
端
天
を
恋
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

闘
魂
の
静
か
に
ひ
そ
む
菊
花
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

色
残
る
菊
も
焚
か
れ
て
し
ま
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

精
魂
の
末
の
不
揃
い
懸
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大
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代
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米
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お
に
ぎ
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弁
当
俵
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が
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　　漣箋
．《盛睡駄，

日　　　時
　　　　　凝勲
場　　所

行政・心配ごと相談 1月25日¢や9：30～正午 勤労福祉センター

心配ごと・結婚相談 12月14日㈹9：30～正午 勤労福祉センター

成人健康相談 12月7日（火）9：30～11：30 保健センター

教　育　相　談 原則毎週水曜日・教育委員会へ申し込みください。

　　　ソーラーシステムに関する無料相談

　　　㈹ソーラーシステム振興協会では、

　　　ソーラーシステムの購入や取り付け

　　　後のクレーム問題などに関する相談

●　　　を受け付けています。相談は無料で
　　　す。

　　　固　ソーラーシステム相談センター埼玉

　　　　奮0120－890－405

彩の国まちかど労働相談

　賃金、退職金、解雇、有給休暇、

社会保険、パート労働など、仕事や

職場の問題、年金や各種助成金に関

する相談を社会保険労務士がお受け

します。（職業紹介は除きます。）

　相談は無料で、秘密は守られます。

日時　12月18日（土）13：00～16：00

場所　深谷上柴ショッピングセンタ

　　ー2階催事場
　　深谷市上柴町西4－2－14
固埼玉県北部労働商工センター
　　盈048－523－2817

30時間連続1エイズ電話相談

　12月1日は世界工イズデーです。

　エイズについて、日ごろ悩みや疑

問をお持ちのかた、この機会に相談

してみませんか？

　専門相談員が電話にて応対します。

ひとりで悩まずに、ぜひご利用くだ

さい。（匿名可）

日時　12月／1日（土）9：00～

　　　　12日（日）15100～

　　受付ダイヤル048－825－3060
固埼玉県健康増進課
　　盈048－830－3557

　県税の納付はお済みですか
県税休日納税相談窓口の開設

再就職希望登録者支援事業
あなたのカムバックを長期的に応援

　「妊娠や出産、育児、または介護

のために退職したけれど、将来的に

働けるようになったら再就職したい」

そんな皆さんのためにスムーズな再
就職をバックアップしています。

　登録のしたかたは、再就職の準備

のための支援が受けられます。

※再就職の準備に役立つ情報誌

　「Re・Be」の送付
※登録者同志の「交流会」、Re・Be

　ワークセミナーなどへの参加

※再就職の準備についての個別相談

※教育訓練の受講を支援する割弓1券

の発行

　簡単な手続きで登録できますので、

お気軽にお申込みください。

囮（財21世紀職業財団埼玉事務所
　　》甫禾ロ市」ヒ》甫禾05－3－20

　　盈048－824－7001

チャリティーバザーのお知らせ

　武蔵野ユートピアダイアナクラブ

では、下記の日時にチャリティーバ

ザーを実施します。衣料品や雑貨な

ど数多く提供しますので、ぜひお出

かけください。

日時　12月5日（日）10：00～

場所　埼玉縣信用金庫熊谷支店
　　　（八木橋デパート隣）

固武蔵野ユートピア　奮536－1911

鐵罵鰍者の
地域振興券の換金申出

期間は、12月中です。

忘れず、年内に金融機

関τ換金請求を行って
ください。

　新・給水装置事業者

　現在、町で指定している給水装置

工事事業者31社のほかに、新たに指

定しましたのでお知らせします。

号
名
名
地
号

旙
轟
轟

指
会
代
所
電

33

㈱ヒマワリ建設

代表取締役　黒沢代作

長瀞町大字長瀞851－11

0494－66－3061

r顕謂魏　　『

工業に関する統計にこ協力ください

　工業統計調査は、毎年12月31日現

在で製造業を営む全ての事業所の1

年閤の製造活動を調査するものです。

　この調査は、我が国の製造業の実

態を正確に把握し、国や都道府県、

市区町村が行う産業振興政策、中小

企業政策、立地対策などの施策・計

画を講ずるための基礎資料として利

用されています。

　12月下旬頃、県知事から委嘱され
た統計調査員が調査のお願いに伺い

ますので、事業所のみなさんにはご

協力をお願いします。

固役場企画財政課

　「年末資金』取扱中
　国民生活金融公庫では、現在「国

の事業ローン」として、冬のボーナ

ス資金や買掛決済など年末資金を取
扱しております。

　お申し込みはお早めに。

貸付　4，800万円以内

利率　年2．3％（H11．9。20現在）

返済　運転資金…5年以内

　　設備資金…10年以内
保証　連帯保証人、担保など

固国民生活金融公庫熊谷支店
　　奮52／－2731

国民年金保険料を忘れないで

　年末調整や確定申告の際には、平

成11年中に支払った国民年金保険料

を忘れずに記入しましょう。

☆全額社会保険料控除になり、税金

　が安くなります。

☆前納や追納保険料も対象となりま
　す。

☆自分だけでなく家族のために支払

　った保険料も対象になります。

☆国民年金保険料の場合、領収書の

　添付ぱ必要ありません。

期日　12月25日（」⇒・26日（日）

場所　熊谷県税事務所

⑩
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梛脳彊瞭痂卿勘曜1ヒ『ゴ『

農林学級・花き園芸講座（12月）

開催日 内　　容 時　問

5巳（日） ホウレンソウの収穫① 13時30分

6日（月） 家庭果樹の勇定　O 13時30分

8日（水） ホウレンソウの収穫O 13時30分

10日囲 ㈹クリスマスデザインを楽しむ 13時30分

1旧出 木エタツの型抜き㊧ 10時00分

12日（日） 木エクリスマスツリーの型抜きO 10時00分

15日（水） 手打ちそば　　○ 10時00分

16日㈱ （花）福寿草の寄せ植え 13時30分

18日（±） 木エタツの型抜きO 10時00分

19日（日） 農村文化体験（しめ鮒）O 10時00分

22日（水） ネギ料理　　　O 10時00分

22日（掬 （花）松竹梅の寄せ植え 13時30分

23日（木） 農村文化体験（しめ鮒）O 10時00分

※（花）＝花き園芸講座（対象：一般のみ）

対象㊨二小学生親子e＝一般
　　㊥二小学生
受付　12月1日（水）8時30分～

圃農林学級＝農林公園管理事務所
　　盈583－2301

　　花き園芸講座；農林公園内・植

　　物振興センター盈583－2841

※臨時休園二12月21日㈹

森林公園のイベント情報

開催日 内　　容 時　閤

12月12日 自然を感じる会 10時00分

12月23日 エクササイズ・ウォーキング 10時00分

1月8日 森林公園リレーマラソン 10時00分

1月23日 ネイチャーフォトスクール 10時00分

※各イベントの内容、実施場所、参

　加料などについては、下記にお問

　い合わせください。

固国営武蔵丘陵森林公園管理セン
　　ター企画係　岱0493－56－2225

彩の国童謡コンサート

　ある人には懐かしく、またある人

には新鮮に響く、埼玉ゆかりの童謡

の数々をお楽しみください。

日時　平成12年1月30日（日）14二30～

⑪
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場所　熊谷会館ホール

内容　川田正子による童謡コンサー

　　　ト（童謡愛好団体とのジョイ

　　　ントあり）

費用　無料（入場整理券必要）

困　12月／5日（水）（消印有効）まで

　　　に、往復はがきに住所、氏名、

　　電話番号、希望人数（4人ま
　　　で）を記入し、埼玉県文化振

　　興課まで
固埼玉県総合政策部文化振興課
　　〒360－8501浦和市高砂3－15－1

　　盈048－830－2887

第4回アミカル・コンサート
大里地域障害者音楽交流ふれあい事業

　障害のある入とない人が、音楽を

通じて交流を図ることを目的にコン

サートを開催します。

日時　12月／2日（日）13：00～

場所　総合文化会館「ピピア」

入場無料
圃江南町社会福祉協議会

場奮536－1521
ピピア盈536－6262

出　納室
教育委員会

水道課
保健センター

社会福祉協議会

141

211・212・213●214
161・162
410・411

131・132

－
広域行政振興計画審議委員募集

　大里地域の9市町村で構成する大

里広域市町村圏組合では、21世紀の

広域行政を進めるための指針となる

広域行政振興計画の策定にあたり、

計画内容の調査審議を行う「広域行

政振興計画審議会」を設置します。

　審議会では、広域市町村圏組合議

員、大学教授、構成市町村住民代表

の方々のほか、公募による住民の方
々にご審議いただく予定です。

内容　振興計画の策定に関しての調

　　整、調査および審議
任期　委嘱の日から2年間

資格・広域行政に関心を持ち、意欲

　　のある方
　　・大里圏域9市町村内に在住・

　　在勤の方
　　・平成11年4月1日現在、満20

　　歳以上の方

人員　3人
国　郵便番号、住所、氏名（ふり
　　　がな）、電話番号、性別、年齢

　　　（平成12年1月1日現在）、職

　　　業を記入のうえ、「これからの

　　広域行政に望むこと」をテー
　　　マにした小論文（400字詰原

　　　稿用紙2枚程度）を、平成11

　　　罫腱貌購製●P
　　可。応募者多数の場合は、審
　　　査により決定。

固大里広域市町村圏組合事務局
　　〒360－0835熊谷市大麻生200－2

　　盈048－532－7364。または役場

　　企画財政課

ホームヘルパー養成研修

　高齢者、障害者への介護に必要な

一般・行政知識、介護実技、施設実

習、ホームヘルプ同行訪問などを行

う、ホームヘルパー2級および難病

患者等ホームヘルパー養成研修を行
います。

日時　平成12年1月17日（月）から

　　　1早18旦（艦の全28日閤●ρ

場所　老人保健施設　はなぷさ

対象　大里郡市に在住の社会福祉な

　　　どに関心のある60歳未満の方
費用　19，000円

募集　40名（定員を超えた場合抽選）

困　12月15日（水）までに、往復はが

　　　きに住所、氏名、生年月日、

　　電話番号、応募動機を明記し
　　　て老人保健施設はなぷさへ申

し込む

〒360－0853熊谷市玉井336．1

固埼玉県大里福祉保健総合センタ
　　ー盈523－28／3、または老人保健

　　施設はなぷさ盈533－OOO3
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撮影場所

大字小江川『石橋』

　町の特産品の一つに栗があ

ります．

　来年の豊作を祈り、集めら

れた栗の落ち葉を燃やし、さ

んさんと降る陽光の中での農

作業には、美しさがあります。
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平成IO年12月3日生
両親／美貴紀瓢野原）

　お姉ちゃんといつも仲よく遊んでいる桃
ちゃんです。
　でも、時にはお姉ちゃんを泣かしちゃう
ことも…。
　これからも元気で明るい桃ちゃんでいて
ほしいです。
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ちヂひ／とノの／う／こ｝／き

　人ロと世帯数（11月1日現在）

平成10年12月29日生

両親係鞭（須賀広）

　智瑛が誕生してから、早1年、まだ1年
もう1年、いろいろな気持ちが交錯しなが
らの子育て1年問でした。
　これからも姉妹なかよく健やかに成長す
ることを願います。

　　　　　　　　　　　　　　⑫

「のこしておきたい江南風景」

と「すこやかさん〕のコーナ

ーへの投稿を募集しています。

お気軽に、役場総務課広報係

までご連絡ください。

男 6，178人（＋2）

女 6，402人（．13）

計 12，580人（．11）

世帯数 3，867世帯（＋8）

（　）内は前月比

編集・発行　埼玉県大里郡江南町役場総務課　〒360－0192　大里郡江南町中央1－1宕536－152／


